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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】低インピーダンス媒体の中において電気アーク
を生成するように構成された電気外科発電機を提供する
こと。
【解決手段】電気外科器具の活性電極が流体媒体の中に
配置されたときに、活性電極に少なくとも１つの無線周
波数波形を生成するように構成された無線周波数出力ス
テージと、組織インピーダンスを測定するように構成さ
れたセンサ回路２２と、開回路インピーダンスの範囲内
と組織接触インピーダンスの範囲内とにある組織インピ
ーダンスに応答して、所定の電気アーキングレベルに少
なくとも１つの無線周波数波形の電力を増加させるよう
に構成されたコントローラ２４であって、コントローラ
はさらに、組織インピーダンスが、開回路インピーダン
スの範囲と組織接触インピーダンスの範囲とを外れてい
るときには、少なくとも１つの無線周波数波形の電力を
より低いレベルに下げるように構成されている、コント
ローラとを備えている、電気外科発電機。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気外科発電機であって、
　電気外科器具の活性電極が流体媒体の中に配置されたときに、該活性電極に少なくとも
１つの無線周波数波形を生成するように構成された無線周波数出力ステージと、
　組織インピーダンスを測定するように構成されたセンサ回路と、
　開回路インピーダンスの範囲内と組織接触インピーダンスの範囲内とにある該組織イン
ピーダンスに応答して、所定の電気アーキングレベルに該少なくとも１つの無線周波数波
形の電力を増加させるように構成されたコントローラであって、該コントローラはさらに
、該組織インピーダンスが、該開回路インピーダンスの範囲と該組織接触インピーダンス
の範囲とを外れているときには、該少なくとも１つの無線周波数波形の電力をより低いレ
ベルに下げるように構成されている、コントローラと
　を備えている、電気外科発電機。
【請求項２】
　前記電気外科発電機は、識別要素リーダを含み、該識別要素リーダは、前記電気外科器
具に配置された識別要素とインタフェースするように構成され、該識別要素は、該発電機
に対して該電気外科器具を識別して、該発電機が、自動的に、前記所定の電気アーキング
レベル、前記開回路インピーダンスの範囲、前記組織接触インピーダンスの範囲、および
前記より低いレベルと関連付けられる事前設定された電気外科パラメータをプログラミン
グする、請求項１に記載の電気外科発電機。
【請求項３】
　前記識別要素は、バーコード、無線周波数識別タグ、抵抗器、および磁気識別子からな
る群から選択される、請求項２に記載の電気外科発電機。
【請求項４】
　前記コントローラは、アーキングを再初期化するために、前記開回路インピーダンスの
範囲と前記組織接触インピーダンスの範囲とに戻る前記組織インピーダンスに応答して、
前記所定の電気アーキングレベルに前記少なくとも１つの無線周波数波形の電力を増加さ
せるようにさらに構成されている、請求項１に記載の電気外科発電機。
【請求項５】
　前記コントローラは、前記開回路インピーダンスの範囲と前記組織接触インピーダンス
の範囲とに戻る前記組織インピーダンスに応答して、前記無線周波数出力ステージの出力
を終えるようにさらに構成されている、請求項１に記載の電気外科発電機。
【請求項６】
　前記開回路インピーダンスの範囲は、約５０００オームからほぼ無限大のインピーダン
スまでであり、そして、前記組織接触インピーダンスの範囲は、約２０オームから約５０
００オームまでである、請求項１に記載の電気外科発電機。
【請求項７】
　電気外科発電機を動作させるための方法であって、
　少なくとも１つの電極を有する電気外科器具を提供するステップと、
　該少なくとも１つの活性電極を流体媒体の中に沈めるステップと、
　該電気外科器具の該少なくとも１つの活性電極に少なくとも１つの無線周波数波形を生
成するステップと、
　組織インピーダンスを測定するステップと、
　電気アーキングを開始するために、開回路インピーダンスの範囲内と組織接触インピー
ダンスの範囲内とにある該組織インピーダンスに応答して、所定の電気アーキングレベル
に該少なくとも１つの無線周波数波形の電力を増加させるステップと、
　該電気アークの初期化の後にアーキングを維持するために、該少なくとも１つの無線周
波数波形の該電力をより低いレベルに下げるステップと
　を包含する、方法。
【請求項８】
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　前記発電機が、自動的に、前記所定の電気アーキングレベル、前記開回路インピーダン
スの範囲、前記組織接触インピーダンスの範囲、および前記より低いレベルと関連付けら
れる事前設定された電気外科パラメータをプログラミングするために、該発電機に対して
前記電気外科器具を識別するように該電気外科器具に配置された識別要素とインタフェー
スするステップ
　をさらに包含する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記インタフェースするステップの前記識別要素は、バーコード、無線周波数識別タグ
、抵抗器、および磁気識別子からなる群から選択される、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　アーキングを再初期化するために、前記開回路インピーダンスの範囲と前記組織接触イ
ンピーダンスの範囲とに戻る前記組織インピーダンスに応答して、前記所定の電気アーキ
ングレベルに前記少なくとも１つの無線周波数波形の電力を増加させるステップをさらに
包含する、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記開回路インピーダンスの範囲と前記組織接触インピーダンスの範囲とに戻る前記組
織インピーダンスに応答して、前記無線周波数出力ステージの出力を終えるステップをさ
らに包含する、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　電気外科システムであって、
　電気外科発電機であって、
　　少なくとも１つの無線周波数波形を生成するように構成された無線周波数出力ステー
ジと、
　　組織インピーダンスを測定するように構成されたセンサ回路と、
　　開回路インピーダンスの範囲内と組織接触インピーダンスの範囲内とにある該組織イ
ンピーダンスに応答して、所定の電気アーキングレベルに該少なくとも１つの無線周波数
波形の電力を増加させるように構成されたコントローラであって、該コントローラはさら
に、該組織インピーダンスが、該開回路インピーダンスの範囲と該組織接触インピーダン
スの範囲とを外れているときには、該少なくとも１つの無線周波数波形の電力をより低い
レベルに下げるように構成されている、コントローラと
　を備えている、電気外科発電機と、
　該無線周波数出力ステージに結合された電気外科器具であって、該電気外科器具は、少
なくとも１つの活性電極を含み、該少なくとも１つの活性電極は、流体媒体の中に配置さ
れ、そして、その中で、該少なくとも１つの無線周波数において適用されるように適応さ
れ、該電気外科器具はさらに、該電気外科器具に配置された識別要素を含み、該識別要素
は、該発電機に対して該電気外科器具を識別して、該発電機が、自動的に、該所定の電気
アーキングレベル、該開回路インピーダンスの範囲、該組織接触インピーダンスの範囲、
および該より低いレベルと関連付けられる事前設定された電気外科パラメータをプログラ
ミングする、電気外科器具と
　を備えている、電気外科システム。
【請求項１３】
　前記識別要素は、バーコード、無線周波数識別タグ、抵抗器、および磁気識別子からな
る群から選択される、請求項１２に記載の電気外科システム。
【請求項１４】
　前記コントローラは、アーキングを再初期化するために、前記開回路インピーダンスの
範囲と前記組織接触インピーダンスの範囲とに戻る前記組織インピーダンスに応答して、
前記所定の電気アーキングレベルに前記少なくとも１つの無線周波数波形の電力を増加さ
せるようにさらに構成されている、請求項１２に記載の電気外科システム。
【請求項１５】
　前記コントローラは、前記開回路インピーダンスの範囲と前記組織接触インピーダンス
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の範囲とに戻る前記組織インピーダンスに応答して、前記無線周波数出力ステージの出力
を終えるようにさらに構成されている、請求項１２に記載の電気外科システム。
【請求項１６】
　前記開回路インピーダンスの範囲は、約５０００オームからほぼ無限大のインピーダン
スまでであり、そして、前記組織接触インピーダンスの範囲は、約２０オームから約５０
００オームまでである、請求項１２に記載の電気外科システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の引用）
　この出願は、Ｊａｓｏｎ　Ｌ．Ｃｒａｉｇによって２００８年４月８日に出願された「
ＡＲＣ　ＧＥＮＥＲＡＴＩＯＮ　ＩＮ　Ａ　ＦＬＵＩＤ　ＭＥＤＩＵＭ」と題される米国
仮特許出願第６１／０４３，２４０号の優先権の利益を主張し、該仮特許出願は、本明細
書において参考として援用される。
【背景技術】
【０００２】
　（技術分野）
　本開示は、電気外科装置、電気外科システム、および電気外科方法に関する。さらに詳
細には、本開示は、液体媒体の中においてアークを生成するように構成された電気外科発
電機に関し、該電気外科発電機においては、発電機の出力が、フィードバック制御ループ
によって調節される。
【０００３】
　エネルギーベースの組織処置は、当該分野において周知である。さまざまなタイプのエ
ネルギー（例えば、電気、超音波、マイクロ波、低温、熱、レーザなど）が、組織に加え
られることにより、所望の結果を達成する。電気外科手術は、高無線周波数の電流を外科
手術部位に加えることにより、組織を切断、切除、凝固、またはシールすることを含む。
単極の電気外科手術において、活性電極が、無線周波数エネルギーを電気外科発電機から
組織に送達し、そして、リターン電極が、電流を発電機に戻す。単極の電気外科手術にお
いて、活性電極は、一般的には、外科医によって保持され、そして、処置される組織に当
てられる外科手術器具の一部分である。患者のリターン電極は、電流を発電機に戻すため
に活性電極から離れて配置される。
【０００４】
　アブレーションは、通常、癌の処置の分野で特に有用である単極の手順であり、該単極
の手順においては、１つ以上のＲＦアブレーション針電極（通常、細長い円筒形の幾何形
状を有する）が、生体の中に挿入され、そして、病気に冒された臓器の腫瘍の領域に配置
される。かかる針電極の一般的な形状は、絶縁シースを組み込み、該絶縁シースから、露
出された（絶縁されていない）先端が延びている。ＲＦエネルギーが、リターン電極と、
挿入されたアブレーション電極との間に提供されたときに、ＲＦ電流が、針電極から体を
通って流れる。一般的に、電流密度は、針電極の先端付近において非常に高く、このこと
が、周囲の組織を加熱し破壊する結果となる。
【０００５】
　双極の電気外科手術において、ハンドヘルド器具の電極のうちの一方が、活性電極とし
て機能し、そして、他方が、リターン電極として機能する。リターン電極は、活性電極に
近接して配置されるので、電気回路が、２つの電極（例えば、電気外科鉗子）の間で形成
される。このように、加えられる電流は、電極のすぐ近くに位置する体の組織に限定され
る。電極が互いから充分に離されたときには、電気回路は開き、その結果、離された電極
のうちのいずれかと体の組織との偶発的な接触が、電流を流れさせることはない。
【０００６】
　例えば、経尿道的前立腺切除（「ＴＵＲＰ」）などの一定のタイプの電気外科手順が、
液体媒体の中において行われ、該経尿道的前立腺切除（「ＴＵＲＰ」）は、概して、１．
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５％のソルビトール膨張媒体の中において行われる。電気外科的な組織の切除は、活性電
極と組織との間でのアーク生成を必要とする。しかしながら、電気アーキングを生成する
際の特有の課題に起因して、特定の環境においては、効率的に組織を切除することが特に
困難である。さらに詳細には、低インピーダンス経路を有する液体は、電気アークの生成
を妨げる傾向にある。したがって、低インピーダンス媒体の中において電気アークを生成
するように構成された電気外科発電機を提供することが、望ましい。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示の一局面に従って、電気外科発電機が開示される。発電機は、活性電極が流体媒
体の中に配置されたときに、電気外科器具の活性電極に無線周波数波形を生成するように
構成された無線周波数出力ステージを含む。発電機はまた、組織インピーダンスを測定す
るように構成されたセンサ回路と、開回路インピーダンスの範囲内と組織接触インピーダ
ンスの範囲内とにある組織インピーダンスに応答して、所定の電気アーキングレベルに無
線周波数波形の電力を増加させるように構成されたコントローラとを含む。コントローラ
は、組織インピーダンスが、開回路インピーダンスの範囲と組織接触インピーダンスの範
囲とを外れているときには、無線周波数波形の電力をより低いレベルに下げるようにさら
に構成されている。
【０００８】
　電気外科発電機を動作させるための方法がまた、本開示によって企図される。方法は、
少なくとも１つの活性電極を有する電気外科器具を提供するステップと、活性電極を流体
媒体の中に沈めるステップと、電気外科器具の活性電極に無線周波数波形を生成するステ
ップとを含む。方法はまた、組織インピーダンスを測定するステップと、電気アーキング
を開始するために、開回路インピーダンスの範囲内と組織接触インピーダンスの範囲内と
にある組織インピーダンスに応答して、所定の電気アーキングレベルに無線周波数波形の
電力を増加させるステップとを含む。方法はさらに、電気アークの初期化の後にアーキン
グを維持するために、無線周波数波形の電力をより低いレベルに下げるステップを含む。
【０００９】
　本開示の別の局面に従って、電気外科システムが開示される。電気外科システムは、無
線周波数波形を生成するように構成された無線周波数出力ステージと、組織インピーダン
スを測定するように構成されたセンサ回路とを有する発電機を含む。発電機はまた、開回
路インピーダンスの範囲内と組織接触インピーダンスの範囲内とにある組織インピーダン
スに応答して、所定の電気アーキングレベルに無線周波数波形の電力を増加させるように
構成されたコントローラを含み、該コントローラは、組織インピーダンスが、開回路イン
ピーダンスの範囲と組織接触インピーダンスの範囲とを外れているときには、無線周波数
波形の電力をより低いレベルに下げるようにさらに構成されている。システムはまた、無
線周波数出力ステージに結合された電気外科器具を含む。電気外科器具は、活性電極を含
み、該活性電極は、流体媒体の中に配置され、そして、無線周波数をその中に加えるよう
に適応され、該電気外科器具は、電気外科器具に配置された識別要素をさらに含み、識別
要素は、発電機に対して電気外科器具を識別して、発電機が、自動的に、所定の電気アー
キングレベル、開回路インピーダンスの範囲、組織接触インピーダンスの範囲、およびよ
り低いレベルと関連付けられる事前設定された電気外科パラメータをプログラミングする
。
【００１０】
　例えば、本発明は、以下を提供する。
【００１１】
　（項目１）　
　電気外科発電機であって、
　電気外科器具の活性電極が流体媒体の中に配置されたときに、該活性電極に少なくとも
１つの無線周波数波形を生成するように構成された無線周波数出力ステージと、
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　組織インピーダンスを測定するように構成されたセンサ回路と、
　開回路インピーダンスの範囲内と組織接触インピーダンスの範囲内とにある該組織イン
ピーダンスに応答して、所定の電気アーキングレベルに該少なくとも１つの無線周波数波
形の電力を増加させるように構成されたコントローラであって、該コントローラはさらに
、該組織インピーダンスが、該開回路インピーダンスの範囲と該組織接触インピーダンス
の範囲とを外れているときには、該少なくとも１つの無線周波数波形の電力をより低いレ
ベルに下げるように構成されている、コントローラと
　を備えている、電気外科発電機。
【００１２】
　（項目２）　
　上記電気外科発電機は、識別要素リーダを含み、該識別要素リーダは、上記電気外科器
具に配置された識別要素とインタフェースするように構成され、該識別要素は、該発電機
に対して該電気外科器具を識別して、該発電機が、自動的に、上記所定の電気アーキング
レベル、上記開回路インピーダンスの範囲、上記組織接触インピーダンスの範囲、および
上記より低いレベルと関連付けられる事前設定された電気外科パラメータをプログラミン
グする、項目１に記載の電気外科発電機。
【００１３】
　（項目３）　
　上記識別要素は、バーコード、無線周波数識別タグ、抵抗器、および磁気識別子からな
る群から選択される、項目２に記載の電気外科発電機。
【００１４】
　（項目４）　
　上記コントローラは、アーキングを再初期化するために、上記開回路インピーダンスの
範囲と上記組織接触インピーダンスの範囲とに戻る上記組織インピーダンスに応答して、
上記所定の電気アーキングレベルに上記少なくとも１つの無線周波数波形の電力を増加さ
せるようにさらに構成されている、項目１に記載の電気外科発電機。
【００１５】
　（項目５）　
　上記コントローラは、上記開回路インピーダンスの範囲と上記組織接触インピーダンス
の範囲とに戻る上記組織インピーダンスに応答して、上記無線周波数出力ステージの出力
を終えるようにさらに構成されている、項目１に記載の電気外科発電機。
【００１６】
　（項目６）　
　上記開回路インピーダンスの範囲は、約５０００オームからほぼ無限大のインピーダン
スまでであり、そして、上記組織接触インピーダンスの範囲は、約２０オームから約５０
００オームまでである、項目１に記載の電気外科発電機。
【００１７】
　（項目７）　
　電気外科発電機を動作させるための方法であって、
　少なくとも１つの電極を有する電気外科器具を提供するステップと、
　該少なくとも１つの活性電極を流体媒体の中に沈めるステップと、
　該電気外科器具の該少なくとも１つの活性電極に少なくとも１つの無線周波数波形を生
成するステップと、
　組織インピーダンスを測定するステップと、
　電気アーキングを開始するために、開回路インピーダンスの範囲内と組織接触インピー
ダンスの範囲内とにある該組織インピーダンスに応答して、所定の電気アーキングレベル
に該少なくとも１つの無線周波数波形の電力を増加させるステップと、
　該電気アークの初期化の後にアーキングを維持するために、該少なくとも１つの無線周
波数波形の該電力をより低いレベルに下げるステップと
　を包含する、方法。
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【００１８】
　（項目８）　
　上記発電機が、自動的に、上記所定の電気アーキングレベル、上記開回路インピーダン
スの範囲、上記組織接触インピーダンスの範囲、および上記より低いレベルと関連付けら
れる事前設定された電気外科パラメータをプログラミングするために、該発電機に対して
上記電気外科器具を識別するように該電気外科器具に配置された識別要素とインタフェー
スするステップ
　をさらに包含する、項目７に記載の方法。
【００１９】
　（項目９）　
　上記インタフェースするステップの上記識別要素は、バーコード、無線周波数識別タグ
、抵抗器、および磁気識別子からなる群から選択される、項目７に記載の方法。
【００２０】
　（項目１０）　
　アーキングを再初期化するために、上記開回路インピーダンスの範囲と上記組織接触イ
ンピーダンスの範囲とに戻る上記組織インピーダンスに応答して、上記所定の電気アーキ
ングレベルに上記少なくとも１つの無線周波数波形の電力を増加させるステップをさらに
包含する、項目７に記載の方法。
【００２１】
　（項目１１）　
　上記開回路インピーダンスの範囲と上記組織接触インピーダンスの範囲とに戻る上記組
織インピーダンスに応答して、上記無線周波数出力ステージの出力を終えるステップをさ
らに包含する、項目７に記載の方法。
【００２２】
　（項目１２）　
　電気外科システムであって、
　電気外科発電機であって、
　　少なくとも１つの無線周波数波形を生成するように構成された無線周波数出力ステー
ジと、
　　組織インピーダンスを測定するように構成されたセンサ回路と、
　　開回路インピーダンスの範囲内と組織接触インピーダンスの範囲内とにある該組織イ
ンピーダンスに応答して、所定の電気アーキングレベルに該少なくとも１つの無線周波数
波形の電力を増加させるように構成されたコントローラであって、該コントローラはさら
に、該組織インピーダンスが、該開回路インピーダンスの範囲と該組織接触インピーダン
スの範囲とを外れているときには、該少なくとも１つの無線周波数波形の電力をより低い
レベルに下げるように構成されている、コントローラと
　を備えている、電気外科発電機と、
　該無線周波数出力ステージに結合された電気外科器具であって、該電気外科器具は、少
なくとも１つの活性電極を含み、該少なくとも１つの活性電極は、流体媒体の中に配置さ
れ、そして、その中で、該少なくとも１つの無線周波数において適用されるように適応さ
れ、該電気外科器具はさらに、該電気外科器具に配置された識別要素を含み、該識別要素
は、該発電機に対して該電気外科器具を識別して、該発電機が、自動的に、該所定の電気
アーキングレベル、該開回路インピーダンスの範囲、該組織接触インピーダンスの範囲、
および該より低いレベルと関連付けられる事前設定された電気外科パラメータをプログラ
ミングする、電気外科器具と
　を備えている、電気外科システム。
【００２３】
　（項目１３）　
　上記識別要素は、バーコード、無線周波数識別タグ、抵抗器、および磁気識別子からな
る群から選択される、項目１２に記載の電気外科システム。



(8) JP 2009-297499 A 2009.12.24

10

20

30

40

50

【００２４】
　（項目１４）　
　上記コントローラは、アーキングを再初期化するために、上記開回路インピーダンスの
範囲と上記組織接触インピーダンスの範囲とに戻る上記組織インピーダンスに応答して、
上記所定の電気アーキングレベルに上記少なくとも１つの無線周波数波形の電力を増加さ
せるようにさらに構成されている、項目１２に記載の電気外科システム。
【００２５】
　（項目１５）　
　上記コントローラは、上記開回路インピーダンスの範囲と上記組織接触インピーダンス
の範囲とに戻る上記組織インピーダンスに応答して、上記無線周波数出力ステージの出力
を終えるようにさらに構成されている、項目１２に記載の電気外科システム。
【００２６】
　（項目１６）　
　上記開回路インピーダンスの範囲は、約５０００オームからほぼ無限大のインピーダン
スまでであり、そして、上記組織接触インピーダンスの範囲は、約２０オームから約５０
００オームまでである、項目１２に記載の電気外科システム。
【００２７】
　（摘要）
　電気外科発電機が開示される。発電機は、活性電極が流体媒体の中に配置されたときに
、電気外科器具の活性電極に無線周波数波形を生成するように構成された無線周波数出力
ステージを含む。発電機はまた、組織インピーダンスを測定するように構成されたセンサ
回路と、開回路インピーダンスの範囲内と組織接触インピーダンスの範囲内とにある組織
インピーダンスに応答して、所定の電気アーキングレベルに無線周波数波形の電力を増加
させるように構成されたコントローラとを含む。コントローラはさらに、組織インピーダ
ンスが、開回路インピーダンスの範囲と組織接触インピーダンスの範囲とを外れていると
きには、無線周波数波形の電力をより低いレベルに下げるように構成されている。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
　本開示の様々な実施形態が、本明細書において、図面を参照して記述される。
【図１Ａ】図１Ａ～図１Ｂは、本開示に従った電気外科システムの概略的ブロック図であ
る。
【図１Ｂ】図１Ａ～図１Ｂは、本開示に従った電気外科システムの概略的ブロック図であ
る。
【図２】図２は、本開示の一実施形態に従った発電機の概略的ブロック図である。
【図３】図３は、本開示に従った、流体媒体の中におけるアークの生成を制御する方法を
例示する流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　本開示の特定の実施形態が、添付の図面を参照して以下で記述される。以下の記述にお
いては、周知の機能または周知の構成は、不必要な詳細で本開示を曖昧にすることを避け
るために詳細に記述されない。
【００３０】
　本開示に従った発電機は、アブレーション手順、切除手順、および／または血管シーリ
ング手順を含む単極および双極の電気外科手順を行い得る。発電機は、様々な電気外科器
具（例えば、単極の活性電極、リターン電極、双極の電気外科鉗子、フットスイッチなど
）とインタフェースするための複数の出力を含み得る。さらに、発電機は、電気回路を含
み、該電気回路は、様々な電気外科モード（例えば、切断、融合、分割など）と、様々な
電気外科手順（例えば、単極、双極、血管シーリング）とに特に適した無線周波数電力を
生成するように構成されている。
【００３１】
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　図１Ａは、本開示の一実施形態に従った単極の電気外科システム１の概略的例示である
。システム１は、患者Ｐの組織を処置するための１つ以上の電極を有する電気外科器具２
を含む。器具２は、１つ以上の活性電極（例えば、電気外科切断プローブ、アブレーショ
ン電極など）を含む単極タイプの器具である。電気外科ＲＦエネルギーは、発電機２０に
よって、供給線４を経由して器具２に供給され、該供給線４は、発電機２０の活性端子３
０（図２）に接続され、器具２が、組織を凝固、切除、アブレーション、および／または
処置することを可能にする。エネルギーは、リターン電極６を通って、リターン線８を経
由して、発電機２０のリターン端子３２（図２）において発電機２０に戻される。活性端
子３０とリターン端子３２とは、器具２とリターン電極６とのプラグ（明確には図示せず
）とインタフェースするように構成されたコネクタであり、該コネクタは、供給線４とリ
ターン線８との端にそれぞれ配置されている。
【００３２】
　システム１は、複数のリターン電極６を含み得、該複数のリターン電極６は、患者Ｐと
の全接触範囲を最大にすることによって組織損傷の可能性を最小にするように配置されて
いる。さらに、発電機２０とリターン電極６とは、いわゆる「患者に対する組織（ｔｉｓ
ｓｕｅ－ｔｏ－ｐａｔｉｅｎｔ）」接触をモニタリングするように構成されることにより
、その間に充分な接触が存在することを確実にして、組織損傷の可能性をさらに最小にし
得る。
【００３３】
　図１Ｂは、本開示に従った双極の電気外科システム３の概略的例示である。システム３
は、患者Ｐの組織を処置するための１つ以上の電極を有する双極の電気外科鉗子１０を含
む。電気外科鉗子１０は、対向する顎部材を含み、該対向する顎部材は、その中に配置さ
れた活性電極１４とリターン電極１６とを有する。活性電極１４とリターン電極１６とは
、ケーブル１８を介して発電機２０に接続され、該ケーブル１８は、活性端子３０とリタ
ーン端子３２とにそれぞれ結合された供給線４とリターン線８とを含む（図２）。電気外
科鉗子１０は、コネクタ２１において発電機２０に結合され、該コネクタ２１は、ケーブ
ル１８の端に配置されたプラグによる活性端子３０およびリターン端子３２に対する接続
部（例えば、ピン）を有し、プラグは、供給線４およびリターン線８からの接点を含む。
【００３４】
　発電機２０は、発電機２０を制御するための適切な入力制御装置（例えば、ボタン、ア
クティベータ、スイッチ、タッチスクリーンなど）を含む。さらに、発電機２０は、様々
な出力情報（例えば、強度設定、処置完了の指標など）をユーザに提供するための１つ以
上の表示スクリーンを含み得る。制御装置は、ユーザが、ＲＦエネルギーの電力、波形、
および他のパラメータを調節することにより、特定の作業（例えば、凝固、組織シーリン
グ、強度設定など）に適した所望の波形を達成することを可能にする。器具２はまた、複
数の入力制御装置を含み得、該複数の入力制御装置は、発電機２０の特定の入力制御装置
に対して冗長であり得る。器具２に入力制御装置を配置することが、発電機２０との相互
作用を必要とすることなく、外科手術手順の間のＲＦエネルギーのパラメータのより容易
、かつ、より迅速な修正を可能にする。
【００３５】
　図２は、発電機２０の概略的ブロック図を示し、該発電機２０は、コントローラ２４と
、高電圧ＤＣ電源２７（「ＨＶＰＳ」）と、ＲＦ出力ステージ２８とを有する。ＨＶＰＳ
２７は、従来のＡＣ電源（例えば、壁の電気コンセント）に接続され、そして、高電圧Ｄ
Ｃ電力をＲＦ出力ステージ２８に提供し、次に、該ＲＦ出力ステージ２８は、高電圧ＤＣ
電力をＲＦエネルギーに変換し、そして、ＲＦエネルギーを活性端子３０に送達する。エ
ネルギーは、リターン端子３２を経由してＲＦ出力ステージ２８に戻される。
【００３６】
　特に、ＲＦ出力ステージ２８は、高いＲＦエネルギーの連続的なシヌソイド波形、また
は高いＲＦエネルギーのパルス化されたシヌソイド波形のいずれかを生成する。ＲＦ出力
ステージ２８は、様々なデューティサイクル、様々なピーク電圧、様々な波高率、および
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様々な他の適切なパラメータを有する複数の波形を生成するように構成されている。一定
のタイプの波形が、特定の電気外科モードに適している。例えば、ＲＦ出力ステージ２８
は、切断モードにおいて、組織をアブレーション、融合、および切開するために最も適し
た１００％のデューティサイクルのシヌソイド波形を生成し、そして、凝固モードにおい
て、出血を止めるために組織を焼灼するために最も使用される１～２５％のデューティサ
イクルの波形を生成する。
【００３７】
　無線周波数波形は、電流波形と電圧波形とを含む。本開示は、電圧波形と電流波形とを
モニタリングおよび比較することにより、波形の無線周波数サイクルの１．５倍に実質的
に等しい時間的尺度における波形間の相違を検出するシステムおよび方法を提供する。
【００３８】
　発電機２０は、様々なタイプの電気外科器具（例えば、器具２、電気外科鉗子１０など
）に適合するような複数のコネクタを含み得る。さらに、発電機２０は、切り替えメカニ
ズム（例えば、中継器）を含むことによって、単極モードまたは双極モードで動作するこ
とにより、コネクタ間のＲＦエネルギーの供給を切り替えるので、例えば、器具２が発電
機２０に接続されたときには、単極のプラグだけが、ＲＦエネルギーを受け取り得る。
【００３９】
　コントローラ２４は、メモリ２６に動作可能に接続されたマイクロプロセッサ２５を含
み、該メモリ２６は、揮発型メモリ（例えば、ＲＡＭ）および／または不揮発型メモリ（
例えば、フラッシュ媒体、ディスク媒体など）であり得る。マイクロプロセッサ２５は、
出力ポート（図示せず）を含み、該出力ポートは、ＨＶＰＳ２７および／またはＲＦ出力
ステージ２８に動作可能に接続され、開制御ループスキームおよび／または閉制御ループ
スキームのいずれかに従って、マイクロプロセッサ２５が発電機２０の出力を制御するこ
とを可能にする。当業者は、マイクロプロセッサ２５が本明細書において考察される計算
を行うように適合された任意の論理プロセッサまたは任意のアナログ回路（例えば、制御
回路）によって置き換えられ得るということを理解する。
【００４０】
　発電機２０は、閉ループ制御スキームおよび／または開ループ制御スキームを実装し得
、該閉ループ制御スキームおよび／または該開ループ制御スキームは、複数のセンサを有
するセンサ回路２２を含み、該複数のセンサは、様々な組織特性および様々なエネルギー
特性（例えば、組織のインピーダンス、組織の温度、出力電流および／または出力電圧な
ど）を測定し、そして、コントローラ２４にフィードバックを提供する。電流センサ（明
確には示されていない）は、活性電流経路もしくはリターン電流経路のいずれか（または
両方）に配置され得、そして、電圧が、活性電極において検出され得る。コントローラ２
４は、電圧波形と電流波形とを比較することにより、アークイベント、その持続時間、お
よびアークイベントの全エネルギーを識別する。次に、コントローラ２４は、ＨＶＰＳ２
７および／またはＲＦ出力ステージ２８に適切な信号を伝達し、次に、該ＨＶＰＳ２７お
よび／または該ＲＦ出力ステージ２８が、選択されたモードに従って変化する最大許容ア
ークエネルギーを使用することによってＤＣ電源および／またはＲＦ電源をそれぞれ調節
する。コントローラ２４はまた、発電機２０または器具２の入力制御装置から入力信号を
受信する。コントローラ２４は、発電機２０によって出力された電力を調節するために入
力信号を利用し、および／または発電機２０に他の制御機能を行う。
【００４１】
　システム１は、純粋な切断、融合、高周波療法、および乾燥の電気外科モードにおける
組織切除に特に適している。これらのモードは、切除手順に有用である。なぜならば、そ
れらは、アーキングを生成するように特に設計されているからである。言い換えると、他
の電気外科モード、例えば、凝固モードは、アーキングを生成せず、そして、その代わり
に、単に組織を加熱する。切除手順の間、器具２は、組織部位において、流体媒体の中に
沈められ、そして、発電機２０が、適切なモードで作動させられることにより、組織部位
においてアーキングを生成する。一実施形態において、システム３はまた、切断モードに
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おいて使用され得、活性電極１４とリターン電極１６との両方が、活性電極として働き、
そして、１つ以上のリターン電極パッドが、中性電極として働く。
【００４２】
　発電機２０は、より高い初期電力を利用することによって、流体媒体の中における組織
の切除および／または乾燥のための、初期の、いわゆる「作用」アークを生成する。アー
クが確立されると、より低い電力が使用されて、アーキングを維持する。発電機２０は、
組織部位における電流、電圧、および／またはインピーダンスをモニタリングするための
フィードバックループを組み込むことにより、アーキングを調節する。
【００４３】
　最初に、発電機２０は、流体媒体の中における器具２の開回路の作動と関連付けられる
特定の値に関してインピーダンスをモニタリングする。組織の接触を示す異なるインピー
ダンスの値が、検出されると、発電機２０の出力電力は、作用アークを生成するように構
成されている所定の電気アーキングレベルに増加される。作用アークが確立されると、イ
ンピーダンスレベルが増加する。インピーダンスの増加が、検出され、電力が、より低い
レベルに減少されて、アーキングを維持する。一実施形態において、アークの消失を示す
開回路のインピーダンスが、検出されると、発電機２０は、所定の電気アーキングレベル
に電力を増大させることにより、アークを再初期化する。
【００４４】
　別の実施形態において、標的組織部位におけるインピーダンスがモニタリングされて、
組織の接触が、器具２と組織との間で生じたか否かを決定する。組織の接触が生じたとい
う決定が行われると、電力が、所定の電気アーキングレベルに増加されることにより、作
用アークを作り出す。言い換えると、発電機２０が、開回路とアークの時期尚早な終了と
を示すインピーダンスの変化を検出すると、発電機２０は、出力を終わらせることにより
、切断を伴うことなく単に組織を加熱することを防止する。次に、ユーザが、発電機２０
を再作動させ、該発電機２０は、所定の電気アーキングレベルで電力を出力することによ
り、アークを再初期化する。
【００４５】
　さらなる実施形態において、図１に示されているように、器具２は、識別要素４６を含
み、該識別要素４６は、バーコード、無線周波数識別（「ＲＦＩＤ」）タグ、識別コード
に対応する固有の抵抗を有する１つ以上の抵抗器、または磁気識別子であり得、該磁気識
別子は、例えば、磁気センサ（例えば、強磁性センサ、ホール効果センサなど）によって
読み取られるように構成された所定の固有の磁気パターンを組み込むグレイコードの磁石
および／または鉄のノードなどである。識別要素４６は、器具２と関連付けられる識別コ
ードを格納し、該識別コードは、流体媒体手順（例えば、ＴＵＲＰ）に適しているとして
器具２を識別する。
【００４６】
　発電機２０は、識別要素４６とインタフェースするように構成された識別要素リーダ（
例えば、バーコードリーダ、ＲＦＩＤインタロゲータ、強磁性センサ、ホール効果センサ
、抵抗センサなど）を含む。発電機２０が、識別コードを得ると、発電機２０は、自動的
に、動作パラメータを構成し、該動作パラメータは、例えば、所定の電気アーキングレベ
ル、インピーダンスの範囲（例えば、開回路インピーダンス、組織接触インピーダンスな
ど）、切除手順の間にアーキングを維持するために使用される電流レベルおよび電圧レベ
ルなどである。
【００４７】
　開回路インピーダンスの範囲は、切除された組織と関連付けられる最大インピーダンス
とほぼ等しいか、またはそれ以上であり得、かかる範囲は、約５０００オームからほぼ無
限大のインピーダンスまでである。組織接触インピーダンスの範囲は、約２０オームから
約５０００オームまでであり得るので、短絡は、組織接触の範囲に含まれない。当業者は
、記載されたインピーダンスの値は、まさに、供給されているエネルギーの周波数と、手
順が行われている媒体とに基づいていることを理解する。
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【００４８】
　識別要素４６を経由して発電機に動作パラメータを事前プログラミングすることに加え
て、発電機２０はまた、識別要素４６の動作パラメータと関連付けて使用されるように構
成されたカスタムの電力曲線を利用するようにプログラミングされ得る。カスタムの電力
曲線は、開回路インピーダンスおよび／または組織接触インピーダンスの範囲内のインピ
ーダンスに応答して行われる電力調節を具体化している。このように、電力曲線は、イン
ピーダンスが開回路インピーダンスの範囲内にあるときには、所定の電気アーキングレベ
ルに発電機２０の出力を調節し、そして、アーキングが確立されると、出力を下げるよう
に適応させられる。
【００４９】
　図３は、流体媒体の中におけるアーキングを制御するための方法を例示する。ステップ
１００において、識別要素４６からの識別コードが、発電機２０によって読み取られる。
次に、発電機２０が、識別コードに基づいて事前設定される。さらに詳細には、発電機２
０は、様々な動作パラメータと、識別コードと関連付けられる様々な電力曲線とをメモリ
２６に格納する。コードが読み取られると、発電機２０は、開回路インピーダンスの範囲
、組織接触インピーダンスの範囲などのインピーダンスの範囲と、所定の電気アーキング
レベルおよびより低いレベルなどの電力レベルをロードする。さらに、電力曲線もまた、
ロードされ、該電力曲線は、発電機２０の出力を所望の電力レベルに調節する。インピー
ダンスの範囲と電力レベルとは、実験に基づいた基準によって決定され、そして、発電機
２０に事前にロードされる。
【００５０】
　ステップ１０２において、器具２が、流体媒体の中に導かれ、そして、初期インピーダ
ンスの測定が、行われる。発電機２０は、初期インピーダンス値が、開回路インピーダン
スの範囲内にあるか否かを決定し、該開回路インピーダンスの範囲は、流体媒体の中にお
ける器具２の開回路の作動と関連付けられる。ステップ１０４において、発電機２０は、
組織インピーダンスを測定して、この場合もやはり、インピーダンスが組織接触インピー
ダンスの範囲内にあるか否かを決定する。組織接触インピーダンスの範囲は、ステップ１
０２において行われたインピーダンスの測定に関するインピーダンスの変化として定義さ
れる。
【００５１】
　インピーダンスが、組織接触インピーダンスの範囲内にあることが、決定されると、発
電機２０が、電力を加え始める。ステップ１０６において、電力が、所定の電気アーキン
グレベルに増加されることにより、器具２と組織との間にアーキングを提供して、組織を
切除することを容易にする。
【００５２】
　アーキングが、確立されると、インピーダンスが、継続的にモニタリングされることに
より、インピーダンスの変化があるか否かを決定する。インピーダンスの変化がある場合
には、ステップ１０８において、電力が、より低いレベルに下げられて、アーキングを維
持する。ステップ１１０において、発電機２０は、開回路インピーダンスの範囲および組
織接触インピーダンスの範囲と測定されたインピーダンスとを比較することによって、ア
ーキングの継続を決定する。アーキングが継続する場合には、発電機２０は電力を維持す
る。対照的に、インピーダンスが、それらの範囲内にある場合には、発電機は、所定の電
気アーキングレベルまで電力を増大させることによってアーキングを再初期化する。
【００５３】
　本開示のいくつかの実施形態が、図面に示され、および／または本明細書において考察
されてきたが、本開示がそれらに限定されることは、意図されていない。なぜならば、本
開示は、当該分野が許容する限り広いことと、明細書がそのように読まれることとが意図
されているからである。したがって、上の記述は、限定として解釈されるべきではなく、
特定の実施形態の単なる例示として解釈されるべきである。当業者は、添付の特許請求の
範囲と精神との範囲内で他の改変を想定する。
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